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【緒言】  

環状分子は、環状構造により規制された立体配座から特定の分子との相互作用が可能であり、その

構造を含む化合物は機能性材料として期待できる。環化重合は環形成を伴いながら進行する重合で

あり、環状構造を繰り返し単位にもつ高分子を合成することが可能である。しかしながら、分子認

識能が期待される十員環以上の環状構造を構築するには、環化効率を高めるためのモノマー設計が

重要である。我々はこれまでに、monobenzalpentaerythritol を連結鎖としたビススチリルモノマーの

環化重合が効率よく進行するとの報告に着目し、アミノ酸あるいはペプチド構造を導入したジアク

リルアミドモノマーの合成および環化重合を検討している。本研究では、分子認識能や光学分割へ

の応用を期待して、monobenzalpentaerythritol を連結鎖にもち、様々なアミノ酸を用いたジペプチド

構造やトリペプチド構造を含むビスアクリルアミドモノマーの合成とその環化重合を行った。 

【実験、結果、考察】 

ジペプチドを構成するアミノ酸として L-phenylalanine、L-alanine、L-leucineおよび glycineを用い、4

種類のビスアクリルアミドモノマー(monomer 1∼4)の合成と環化重合を検討した(Scheme 1)。monomer 

3は合成に至らなかったものの、得られたほかのモノマーを用いて、AIBN を開始剤とする環化重合

を行った。重合温度を 60℃、重合時間を 24時間とし、重合溶媒として DMSO、DMF、anisole、

DME、1,4-dioxane、1,2-dichlorobenzene、2-butanol、ethanolの 8種類を検討した。anisol、1,2-

dichlorobenzeneではゲル化が見られた。また 2-butanol、ethanolでは 1H-NMRから二重結合由来のシ

グナルの減少が観測され、GPCではモノマーとほとんど分子サイズの変わらない生成物が得られた

ことから、単分子での環化反応が示唆された。 

一方、他の溶媒では高分子量体が生成し、主に、1,4-dioxaneを用いた場合、いずれのモノマーで

も環化重合体が得られた。このことから、これらのモノマーの環化重合が効率よく進行するには、

溶媒の種類、極性が重

要であることがわかっ

た。また重合度はモノ

マーを構成するアミノ

酸の種類によって異な

ることもわかった。 

次にトリペプチド構

造と、フェニルアラニ

ルロイシルロイシンを

もつモノマーの合成と

環化重合を行った。

(Scheme 2)このモノマ

ーの場合、1,4-dioxane

では環化重合体が得ら

れず、DME を用いる

と重合が進行し、数平

均分子量が 6000 程度

の環化重合体が得られ

た。 
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Scheme 2 

monomer 1: R’= CH3Ph,  R= CH3   monomer 2: R’= CH3Ph,  R= CH(CH3)2 

monomer 3: R’= CH3Ph,  R= H2       monomer 4: R’= CH3,  R= CH3 


